
16 第３部

いじめをしない、させない、許さないための意識の醸成

小学校中学年

１

展開例

学習活動（◇教師の発問例） ○指導上の留意点
導
入　

５
分

１�　意見がまとまらなかったときの生活経験
を想起する。
◇�　何人かの友達で何かをしようとしたとき、
困ったことはありますか。

○　道徳的価値に対する問題意識をもたせる。

展
開　

35
分

２�　教材「ぼくらのビー玉コースター」を読み、
話し合う。
◇�　たかしはどんな気持ちで、さとるややす
子に意見を言っているのでしょう。

◇�　たかしの言葉や態度から、さとる、やす子、
よし美たちはどんなことを思っているので
しょう。

【中心発問】みんなで一つの作品を作るこ
との難しさはどこにあるのでしょう。

○ 　自分の考えだけを尊重し、相手の考えは
受け入れようとしないたかしの態度につい
て考えさせる。

○ 　思いや考えは人それぞれに異なることを
理解し、受け入れようとする気持ちをもつ
ことの大切さに気付かせる。

終
末　

５
分

３�　話合いを終え、今日の学習で気付いたこ
とや考えたことを発表する。

○ 　本時の学習を通して、気付いたことや考
えたことをペアで交流させる。

◆学習のねらい
　 　自分と異なる思いや考えを大切にする態度

を育てる。
◆評価
　 　自分と異なる思いや考えを大切にし、互い

に理解しようとする気持ちをもつことができ
たか。

◆教育課程における位置付け
　 　特別の教科　道徳（相互理解、寛容）
◆主な使用教材
　・ 「ぼくらのビー玉コースター」（東京都教育

委員会『小学校版　東京都道徳教育教材集』）

板書例

ぼ
く
ら
の
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー

○
み
ん
な
で
一
つ
の
作
品
を
作
る
こ
と
の

　

む
ず
か
し
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

・
自
分
の
意
見
を
お
し

　
つ
け
な
い
で
よ
。

・
ぼ
く
は
こ
う
し
た
方

　
が
い
い
と
思
っ
て
、

　
や
っ
て
い
る
ん
だ
。

・
み
ん
な
よ
い
も
の
を
作
り
た
い
気
持
ち
は
同
じ
だ
。

・
一
人
一
人
の
考
え
は
ち
が
う
か
ら
、
だ
れ
か
の
意

　
見
で
作
る
し
か
な
い
。

・
自
分
の
意
見
を
お
し
と
お
す
こ
と
は
ま
ち
が
っ
て

　
い
る
。

・
友
だ
ち
の
考
え
を
よ
く
聞
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ

　
と
思
う
。

・
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
だ
め

　
だ
よ
！

・
勝
手
に
作
る
な
よ
！

・
ど
う
し
て
ぼ
く
の
気

　
持
ち
が
分
か
ら
な
い

　
の
か
な
。

あまり手を出さない
でほしいな。

もうちょっと、
考えて作ってよ。

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

望
ま
し
い
人
間
関
係
の
構
築

規
範
意
識
の
醸
成

教
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
事
例




